
（別記）

令和，６ 年度大崎回Ｔ ｉｌ：！ＩＥ恊ノ会水ｌ収益力強化ビジ ョン

ｌ　 ｔ域の搾Ｓ搾・Ｍ・の琉状，ｌｌ！！域が抱える　胞

大崎回］’の総・積は，１ ０， ０６４ｈａ， このうち３９．５・Ｍ）の３， ９８２． ２ｈａが耕ｊきである。　 Ｓｉｉ積は，

３， ０６ １． ８ｈａ， 水日ヨ・積９２０．４ｈａであ り， 畑ｔ率は，７ ６． ９‘Ｍ，水Ｅ日率２３ ．１ ９・６で ９１ ｊき率の高いｔｊま

である。

ＩＢでｒ ｌ大１を持留ＪＩ Ｉ， Ｅヨ原Ｊ ＩＩ，菱日∃ ＪＩ Ｉが南ｔに縦走し，この流域に水Ｅ日ｊき帯がＳ成されてい

る。

早期ｔ帯では，コ シヒ カリ ，イ クヒ カリ ，なつほのか，普ｉｉ期ｔ帯ではヒ ノヒ カリ を中

心に圭食ＪＩ米の栽培が行われてい る。

ｔ食Ｊｌｌ水稲の作イ才Ｓ積は減少傾向となっているものの， ｒたＩＪｉｌ牛などの畜産業が盛んなｊき

域であることから，飼料作物やＷＣ　ＳＪＩ稲，飼料Ｊｉｌ米等への作イ才転換が回られている。

しか しながら ，水 ＥＥＩほ場整備率は３ １． ７９６と ほく ，１ くの水Ｅ日は小『Ｚ画で大型機械がｌｊｍ

できず， 効率白りな農業経営が困難な状況に ある 。ま た， ＬＬ』際にｉ：いほ場では，排水；；Ｆ・に

よるＳ日ヨ被害も１く ｊき・し，農業・産向上の妨げにもなってお り， 耕作放棄ｊｉも増力口傾『白』

にある。

この よう なこ とか ら， 大区画ほ場を備の推進がＦｉｉｌタこで あり ，回Ｔで は， 県や関係回体と

一体となって，農ｔ中ＦＭＩ管Ｅ■機構関連整備事業の実施ａび新規採択に『白』けたなり組みを進

めている。

また，水日ヨ耕イヤ者の高齢化によ り， 農家Ｆ数の減夕がｊｌ．られるとと もに，耕イヤま棄ｔの

拡大が進んで いる。

ち・後は，農業委員台や関係機関と連携し， 認定農業者や担い手農業者への水Ｅ日の１｜ＪＪｉｌ集

積を推ｌｔし，水 日ヨ の有効ほＦ目 を回 る。

２　　ご　　　ｉ　 ’１・１　ご人や　　　　　 の付 Ｉ　 ，ｉ匹ｆ ・上　 によ るｊｌ　カ
強・ｆヒにｌａｌ けた産地としてのａ組方針 一目ｒ

大崎ｌｌｌで は， 農ｔ中「ｌｌ 管Ｅ■機構関連整備事業にて採択をｉけたｔｔ！！ＩＺに ついて， ４」む経営体

（担い手農業者等）への水Ｅ日の集約と１１又ＥａＥ力『ｉｉ』上に『ａ』 けた高１１又ＥａＥ作物への転換を推進して

いる。

ＥＩ状， 回：ｒ・体の水Ｅ日ほ場整備率は３１． ７９６とほい状Ｓにあるが，今後も機構関連事業等を

手りｍし ，農ｔの ｉｆｌＪ Ｊｉｌ集積の推ＩＥを 回る。

３　 畑ｊｔ！！４ヒを含めた水Ｅ日の有効ｊｌｉ！ｊ Ｊｉｌに 【白】けた産ｊきとしてのミ組方針 一目

米ｑコむの営農体系か ら高 １１又益搾物 ｑコむの営農体系への転換など，農業者 自らの需Ｗに ｊ；む

じた ｌｉ又組 を促すために脱地確認等で水日ヨの ｊＦＩＪ ＪＩ状況 を確認し，畑作物が継続的に栽培され

ている水 日ヨ が回ｔ化 されている地域については，農業者の意 ［白］も 踏ま えながら畑ｔ｛ヒ支援

をｊｌ！１Ｊｉｌ した畑ｔ化を推進するなど，水Ｅ日の有効活Ｊｉｌに 『白』けたＪＩ又 り組みを推進する。

また　 園芸作物等の転換作物の連作は収量低下の要因と なっ ているた め， 輪作体系が必

Ｓであることから，輪作については，ｔ域単位でブロ ック ローテーショ ンのミ組につい

て， 検討する。



４　 作物ごとのミ組方針等

（１ ）圭食Ｊｉｌ米

本ｍＴで は， コシ ヒカ リ， イク ヒカ リ， なつほのか， 普通期地帯ではヒ ノヒ カリ を中

むに圭食ＪＩ≡Ｉ米の栽培がぞｉわれている。また， 種子の生産きでもあり，消費者が求める

安ｔ・安むな米の・産に， 優良な種子の安定供給に・献している。

早期ｊき帯では， 「おいしい米」の包。産に『白』けて， 圭食Ｊｉｌ水稲呂種「なつほのか」の

：生産を振Ｒするとともに，ＩＩ又 ５１価格『白』上に繋がる消費者の評価『ｉｌｉ』上に『白』 けたなり組み

をまめるとともに，食育ｉ・・をｉｉじたｔ産ｊき消のなり組みを拡大する。

普ａ期末については， ９Ｒ Ｉ宍Ｉ湊Ｒを■体に販売促・を回る。

（２ ）非圭食Ｊｉｌ米

ア　 飼料回米

あ本白りな栽培技術がｌｌ食・水稲 と回 じで ｌｌ又り 組みやす く， 需Ｗ にＪむじた米：生産

の推進のため，ｊＥ産性の ［白］上 を目 白４Ｊと して，水 日ヨ に作やｔ けされた飼料Ｊｉｌ米に対し

て助成を行う。

また，本回丁の特徴である資源利活Ｊｉｌへの意識のもと，未ｌｊＪｉｌ資源のほＪｉｌ に『白』

け， 産ｔ交イ才金を活Ｊｉｌした飼料回米ま産ほ場の稲わら禾ＩＪ Ｊｉｌのミ組 （耕畜連携）を

推進する。

イ　 新市場開拓Ｊｉｌ米

圭食ｌｆｌ米の国｜大ｌ需Ｒが減少するｑコ ，１ブ；１タｉヽの米の新市場の開拓を回るため，産ｔ

交付金を活丿手ｌ し， １１又組を推進す る。

ウ　 ＷＣＳ用稲

基本白４Ｊな栽培技術が圭食ｍ水稲と同じでｌｌ又り組みやす く， 作イ才けも増加傾『白』

にあ る。 低コ スト栽培技術の導入に よる コス ト低減， 水日ヨの高度 １１１ｊ ＪＩＩを 回る とと

もに，産ｔ交イ才金を活Ｊｉｌ し， ＷＣＳ　Ｊｉｌ稲の作イ才けの回ｔ化により低コスト ・省カイヒ

の推進を回る。

エ　 加工用米

基本白りな栽培技術が圭食Ｊｌｌ水稲と 回じ で１１又 り組みやすく ，需Ｓに応じた米包。産

の推進のため，生産性の「白」 上を 目白りと して，水 Ｅ日 に作イ才 けさ れた加工Ｊｉｌ米にがし

て助成を行う。

（３ ）飼料作物

本ｍＴの重Ｓな転作作物である飼料作物は， 排水条件がＳいため収覧。が］Ｆ安定であ

る。 水Ｅ日の条件に竈合した草種の戔。定と 台ミ白４Ｊ作イ才体系の確ｔに より ，水 日ヨ の高度

禾りタ目を回る。 また，産ｔ交イ才ｔをほＪｉｌ し， 二も作によるイヤイ才拡大を推１１するととも

に， 実需者と の契約締結の推進などにな り組み， Ｓ積拡大 と粗飼料の自給率 『ａ』上を

目指す。 さらに作イ才の団ｔ化によ り， 低コスト ・省カイヒの推進を回る。

（４ ）そば

省力作物で生育日 数が短い とい う禾ｌｌ 点を活か し， 県｜；大ｌで も有数の産ｔであ るが，

台ＪＩ被害等や排水条件がＳいため収量がＪＦ安定である。そばは厂亶Ｓな転作作物で

ある ため，優良品種への種子■新率の向上を回る 。産ｔ交付金を活ＪＩ し， 二ｔ作に

よる作付拡大を推進すると ともに排水対策を実施し， 良質そばの！ｔ産安定を図る。



（５ ）なたね

省力作物というｌｊＪｉを活か し， 本回丁では「菜のをエコプロジェク ト」 などなたね

ｌｌ を使 ｊｉｌし た製品の販売等をぞｉ・つ てい る。 しか しながら ，水 Ｅ日 でのイタ イｊ・は ダ・ないた

め産ｔタイ才・を活ｍ し， ｊＥ産の振興を回 る。

（６ ）地力増進作物（が象品目 ：ソルガム・ クロ タラ リア ・ヒ エ・ エンバク ・ヘアリ ーペ ッチ ・ナ

タネ）

省力作物で地力の 【ａ】上が見３１める とい う利点をまか し， 使途整Ｅ１番号６～９ 番の交

付対象と なる作物 （野菜類 ・Ｘ点野菜） 導入に向 けた土作 りのため に， 産１ｔ！！交付金を

活Ｊｌｌ し， 生産の振興を図る。

（７ ）みつ源れんげ

省力作物とい うｉｊ点 を活かし，県養蜂協会の蜜源増殖補助事業を活ＪＩし，蜜源とし

ての 「れんげ」の作付を行 って いる。産地交付金を活ＪＩＩし ，作付拡大を促し，生産の

振興を図る。

（８ ）高収益作物

水稲等と露地野菜を組み合わせた複合経営が営まれており，「キャベツ」， 「ニンジ

ン」 ，「かぼちや」， 「甘 しよ （青果ｍ ・焼酎Ｊｉｌ ）」 をＩ：点作物として， 産ｔ交付・を

ｇＪｉｌ し， 生産の振興を回る。

５　 作物ごとの作付予定面　等　～　 ８　 産地交付金の活ＪＩ目方法のｌｌ細

別紙のと おり



Ｓｌｊ紙
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令和８年度の
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６課題解決に向けた１１又組ａび目標
整３１

番号

１

２・３

４

５

６

８

４

６

χ
一
ほ

７

９

１０

２

３

８

５

７

対象作物

飼料作物

そば

飼料ＪＥ目米

ＷＣＳ・稲

野菜類

使途１　　　　　　　　　 日標

戦Ｓ搾物二きイヤａ！］成　　Ｓ料ｆヤ物二ｔ搾Ｓ積
（二毛作）

そば生産性『白』上ａ組助

成（基幹 一二 き搾）

粗飼料自 給率

そば作付面積

単収

飼料回米稲わ ら■ ・　 飼料 丿目米稲わら ｉｊ Ｊｉ面

（耕畜連携・ 基幹）

ＷＣＳＪｉｌ稲回 ｔ４ヒ加算（基

幹）

積

ＷＣＳ用稲団地化回積

回地４ヒ率

“ｒ悶悶 （・　 野菜類ｌｌ又組・成
ＩＳ

（キ ャベ ツ・ ニンジン ・か　 重点作物助成 （基幹・　 野菜類ま Ｊａ作物ミ組助

ぼちや・ せ藷 （青■・，１奏

飼料作物 （ＷＣＳ■稲 除く）

飼料 Ｊｉｌ米

力口工ＪＥ目米

新市場開拓用米

なたね

みつ源れんげ

地力増進作物

二き作）　　　　　　　　　成

Ｓ料搾物回１ｔ！３４ヒカロ算　　飼料作物回ｔ面積
（ニ ４１作）　　　　　　　　団地４ヒ率

飼料用米取組加算 （基　　飼料Ｒ米取組ｉｉ積

幹）　　　　　　　　　　単収

加工 Ｊｉ目米 ｌａ組加算（基　　加工・米 Ｊｉｙ組回積

幹）　　　　　　　　　　単収

新市場開 拓Ｊｉｌ 米加 算　 新市場開拓回米・ＳＳ

（基幹）　　　　　　　　　積

ザｒツ斃（゛　　　なたねＳ組面積

門訟ゼ晉門みつ源れんげ取組面積

ｔ力増乃２ｇｒＭ・成　ｔ力増ま作物ＪＩ又組面積

令和 ５年度

前年度（実績）

４０ ５． ６ｈａ

６８．５９６

１８４． １ｈａ

５８．７ｋｇ／１ （）ａ

１４ ．８ ｈａ

８９ ．８ ｈａ

４７．９５Ｓ

７． ４ｈａ

６． ４ｈａ

２４５． ５ｈａ

６０．５Ｓ

３１ ．５ ｈａ

４３９ｋｇ／１０ａ

４． ６ｈａ

４７８ｋｇ／１０ａ

ｏｈａ

ｏｈａ

７． ９ｈａ

０． ５ｈａ

令和 ８年度

目標値

４５０ｈａ

７５Ｓ

２２０ｈａ

８５ｋｇ／１ ０ａ

４０ ｈａ

１４５ｈａ

６０Ｓ

１０ｈａ

１５ｈａ

３６ ０ｈａ

７５Ｓ
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４０ ｈａ

４８ ５ｋ ｇ／ １０ａ

ｌｈａ

２ｈａ

１５ ｈａ

１０ ｈａ

必要に１心じて、 面積に加え、 ・組によって得られるコス トｔ減効果等についても目標設定してく ださい。
目標期間は３ 年な １大ｌと して くだ さい。



７産地交付金の活Ｊｉｌ方法の概要
都道府！ｌｉ ：鹿・島ｌ

協議会４５：大崎回丁農業肖ま協議台
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使途
※１

戦略作物ニョ６作助成（二■ｆｌＥ）

そばｔ産性【ｌｉ】上Ｓ組 ｌ】成（ あ幹）

そぱま産性【ａ】上Ｓ組助成（ニョ６１≡）

Ｓ料用米■わら・ ｊｌｌ（耕畜達Ｓ ・あ幹）

ｗｃｓｌｌｌ ｌｌ 回１自４ヒカロ算 （あ幹）

１；菜類等ｆｌヨ物・成（基幹）

野菜類等作物助成（二ｔ作）

・１１ｘ作物Ｍ成（基幹）

重ｊａ作物・成（二・作）

・料作物回１ｌｔｌ】口算 （二ｔｉｉ≡）

Ｓ１４回米ａ組加算（基幹）

加工用米ｌ又組加算（あ幹）

１３　 新市ｔｌ ｒＷＩ拓回米加算 （基幹）

１４　 なたねａ組助成（基幹）

１５　なたねｌｉｙ組Ｓ成（二４１作）

１６　 みつＳれんげＲ祖・縦 （あ幹）

１７　 みつ源れんげａ組助成 （二ｔ作）

１８　 ｔ力増進作物・祖・成 （あ幹）
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対象作物
※３

飼料作物

そば

そば

飼料・米

ＷＣＳｊｉｌ稲

野菜類（ １１１１ 紙）

ｌｉ菜類 （１１１１Ｍ）

ヤヘツ・ニンンン・丶

ヤヘツ・ニンンン・Ｘ

飼料作物

飼料Ｒ米

加工■米

新市場開拓丿目米

なたね

なたね

みつ源れんげ

みつＳれんげ

ｔ力増進作物

や

や

１１又祖・件等
※４

二ｔ作として，ほ売・供給を目的とした作Ｍにがし助成。

排水夕ｔ策を施し，ｌ荷・ｌｉ売を目きりとしたｆｌＥイ才に夕才し助４．

排水対策を施し，ｉ荷・Ｓ売を目的とした作４才に対し・成。

Ｊ１又穫・のわらを確実にｎれｊ目として使・すること。

ｌｈａな上の違坦した回地に対し助成。

ｉ荷・・売を目白りとしたｆｌヨｆ才に対しｌ〕ぼ。

ｉ荷・・売を目白りとした作ｆ才に対し助成。

ｉ荷・ほ売を目白りとした作付に対し助成。

ｉ荷 ・・売を 目的とした作付に対し助成。

２ｈａｌａ上の連坦した団地に対し助成。

飼料・米として，ｉ荷・ほ売を目ａりとした作４才に対し助成。

加工・米 とし て， ｉ荷 ・ほ売を 目白りと した ｆｌ≡｛才に対し助成。

輸ｉＳｉ５を目ａりとしたｆヤ４すに対し９成。

■荷 ・販売を 目的 とした作きに対し助成。

出荷 ・Ｓ売を 目白りと した作ｆｔに対し助成。

蜜Ｓ増殖補助事業にてＩＩ子を 導入。

■Ｓ増殖補９事業にて種子を４入。

∽

ヽ
の

－

～

※１　二ｔｆｌ≡２１びＳｉｌｌＳを対■とする使途は、他のａヌｉｌと９けて・入し、二・６の場台はｇｌ途のＩＳに「○○○（二・作） 」、 耕畜１１携の１台は使１１の１称に「○○○ （耕畜ａ携） 」とＥ入してくださ
い。

ただし、 二ｔ作ａび耕畜連携の・援の範囲は任意に設定することができるものとします。
・　 Ｉ　 ＩＩＩふ 。回．Ｓ ｌｊ　　 一一 一　 －　 一一 一　－

なお 、耕畜連携で二■ ｆｌ≡も対象とする塲台は 、他の設定と９けて■入し、使・の１称に「○○○（耕畜ａ携 一二ｔ作 ）」 と記入してください。
※２ 「ｆｌ≡期等」は、・９１≡をＭ・とする使途は「１ 」、 二ｔ６を対象とするｇ１１１は「２」、 耕畜連携で基幹９をヌ１・とする使ｉｌは「３」、Ｓｌａａで二ｔ作を対象とする使・は「４」と・入してください。
※３ ま地ｉＭ金の ｊｉｊｉｉ方法の ｌｌ細（個・）の ｉｌ象作物を・載して下さい。 タ４象作Ｓが複数ある１台には ｌｌｌｊ １１をｆ４すこともｉｌｔです。
※４ Ｓｊきｉ ｛ｌ・の ｊきｊｉｌ方まの １１細（■Ｓ）のｌｌ体ｌｌＳ４牛のうち・組ＲＩ牛・を・載してください。・祖Ｓ｛牛が複数あるｊａ台には 、ｆｔｉ ａ４１なＳ組のみの・・でもｌｌいません。


